
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

3
公共用施設に係る
整備、維持補修ま
たは維持運営等措

置

八女市大淵体験交流施設車
両整備事業

八女市 630,500 630,500
総事業費
685,371

2
公共用施設に係る
整備、維持補修ま
たは維持運営等措

置

消防パトロール車両整備事
業

八女市 2,144,794 2,144,794
総事業費
2,245,215

総事業費
803,749

交付金事業に要
した経費

748,878 748,8781
公共用施設に係る
整備、維持補修ま
たは維持運営等措

置

道路環境維持車両整備事業 八女市

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 八女市

措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補
修または維持運営等措置

道路環境維持車両整備事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第５次八女市総合計画（前期基本計画）（令和３年度～令和７年度）
基本政策１　賑わいと利便性のある基盤づくり
２暮らしを支える道路交通と持続可能な地域公共交通体系が発達したまちをつくる
・車両の購入により道路の異常に対して迅速に確認し通行の安全を確保することで、安心安
全な暮らしを支える生活利便性の向上が図られ、地域住民の福祉の向上に努めます。
目標：市民アンケートの施策納得度（道路・交通）　３．２１ポイント／４ポイント

令和3年度 事業終了（予定）年度 令和7年度事業開始年度

第5次八女市総合計画（前期基本計画）（令和3年度～令和7年度）の終期まで事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 八女市上陽町

交付金事業の概要

当市は、全長約2,400kmもの市道があり維持管理を行っています。道路等の異常や落下物を
早急に確認し通行の安全を確保する必要があり、現場に近い支所が担っています。そのため
軽トラックを１台購入し迅速な安全確保体制を整備するものです。
<車両の購入>
・購入台数１台
・軽トラック　ガソリンエンジン、排気量660cc以下、4WD



748,878

市民アンケート
の施策納得度
（道路・交通）
　（ポイント／
４ポイント）
評価年度　R5年
度事業分として
R6年度調査

3.21

評価年度

748,878

交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

企画部企画政策課

企画部企画政策課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札
有限会社仁田原モータース
（八女市）

803,749

令和6年度

成果実績

目標値

活動指標
日
日
％

交付金事業の定性的な成果及び評価等

803,749

115
軽トラックの稼働日数

115
100

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

成果目標 成果指標

年度年度

達成度

ポイント

ポイント

%

令和3年度 年度 年度 備　考

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

令和3年度単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績 評価年度の設定理由

第５次八女市総合計画（前期基本計画）（令和３年度～令和７年度）の中間評価に合わせて評価

無し
評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

道路の維持
管理に対す
る市民の満

足度

当該車両の導入により、道路の異常や落下物を早急に確認することができ、安全安心な暮ら
しを支える生活利便性の向上及び地域住民の福祉の向上が図られました。



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持補
修または維持運営等措置

消防パトロール車両整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 八女市
交付金事業実施場所 八女市黒木町ほか1件

交付金事業の概要

当市は、近年林野火災による大規模火災が課題になっており、令和２年度発生した２件の大
規模火災では福岡県や隣接する大分県のヘリ出動応援に頼る状況になっています。八女市の
中山間部は道路が狭く水利から火災現場までの距離があり、普段からのパトロールにおいて
山間部の状況を事前に把握する必要があるため、小回りが利く軽貨物車を2台購入するもの
です。
<車両の購入>
・購入台数2台
・①黒木支所管理：軽貨物車　ガソリンエンジン、排気量660cc以下、AT
・②立花支所管理：軽貨物車　ガソリンエンジン、排気量660cc以下、AT

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第５次八女市総合計画（前期基本計画）（令和３年度～令和７年度）
基本政策２　強靭で安全な環境づくり
１災害に強いまちをつくる
・車両の購入により、普段から山間部道路の現状把握において活用し、火災現場へのアクセ
ス状況を事前に予見することで消火活動の円滑化が図られ、市民の生命財産を守り地域住民
の福祉の向上に努める。
目標：大規模火災時の県等によるヘリ出動件数（削減目標）　2件/年（R2）⇒0件/年（R4）

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和7年度

事業期間の設定理由 第5次八女市総合計画（前期基本計画）（令和3年度～令和7年度）の終期まで



物品購入 指名競争入札
株式会社　ホンダパルス

（八女市）
1,190,704

評価年度 令和4年度

消防パト
ロールによ
る円滑な消
火活動の実
現

大規模火災
時の県等に
よるヘリ出
動件数（削
減目標）

成果実績 件/年

目標値 件/年 0

達成度 ％

評価年度の設定理由
第５次八女市総合計画（前期基本計画）（令和３年度～令和７年度）の中間評価に合わせて評価

交付金事業の定性的な成果及び評価等

当該車両の導入により、日頃から山間部道路の現状把握ができ、火災現場へのアクセス状況
を事前に予見し、消防活動の円滑化及び地域住民の福祉の向上が図られました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無し

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和3年度 年度 年度

軽自動車の稼働日数
活動実績 日 146
活動見込 日 100

交付金充当額 2,144,794

うち文部科学省分

総事業費 2,245,215

うち経済産業省分 2,144,794

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札
有限会社仁田原モータース
（八女市）

1,054,511

交付金事業の担当課室 企画部企画政策課

交付金事業の評価課室 企画部企画政策課

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位

達成度 ％ 146

交付金事業の総事業費
等

令和3年度 年度 年度 備　考



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維持補
修または維持運営等措置

八女市大淵体験交流施設車両整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 八女市
交付金事業実施場所 八女市黒木町

交付金事業の概要

当市の直営施設である八女市大淵体験交流施設（げんき館おおぶち）は、豊かな自然を活か
した体験活動並びに近隣施設と連携したスポーツ及び体験プログラム事業を行っており、体
験事業に係る荷物の運搬については、その都度黒木支所から公用車を借りて運用しており不
便な状況が続いています。今回の事業は、社会教育活動として実施している農業体験事業に
おいて本館から農場に農業備品を搬出するため、及びスポーツを通した体験・交流事業や郷
土料理体験等の体験プログラム事業において資材を運搬するために軽トラックを１台購入す
るものです。
<車両の購入>
・購入台数１台
・軽トラック　ガソリンエンジン、排気量660cc以下、4WD

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第５次八女市総合計画（前期基本計画）（令和３年度～令和７年度）
基本政策６　ふるさとを愛する人づくり
２市民が生涯にわたって学び 活躍するとともに 、平和を尊重するまちをつくる
・車両の購入により円滑な社会教育活動を実施し、市民が主体的に学び、生涯学習の推進と
地域活動の活性化及び地域間の交流を図ることで、地域住民の福祉の向上に努めます。
目標：大淵体験交流施設宿泊者数　3,300人/年

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和7年度

事業期間の設定理由 第5次八女市総合計画（前期基本計画）（令和3年度～令和7年度）の終期まで



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和6年度

生涯学習の
充実と地域
活動の活性

化

成果実績 人/年

目標値 人/年 3,300

達成度 ％

評価年度の設定理由
第５次八女市総合計画（前期基本計画）（令和３年度～令和７年度）の中間評価に合わせて評価

交付金事業の定性的な成果及び評価等

当該車両の導入により、円滑な社会教育活動を実施することができ、生涯学習の推進と地域
活動の活性化及び地域間の交流、地域住民の福祉の向上が図られました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無し

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度
和3年度

年度 年度

軽トラックの稼働日数
活動実績 日 69
活動見込 日 100
達成度 ％ 69

交付金事業の総事業費
等

令和3年度 年度 年度 備　考

総事業費 685,371

交付金充当額 630,500

うち文部科学省分

物品購入 指名競争入札
有限会社仁田原モータース
（八女市）

685,371

交付金事業の担当課室 企画部企画政策課

交付金事業の評価課室 企画部企画政策課

うち経済産業省分 630,500

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

大淵体験交流
施設宿泊者数
評価年度　R5
年度事業分と
してR6年度調
査



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

交付金事業に要
した経費

番号 備　考交付金充当額

総事業費
3,745,500

3,745,500 3,745,5001
公共用施設に係る
整備、維持補修ま
たは維持運営等措

置

分田公民館等改修事業 うきは市

交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号

1 分田公民館等改修事業
公共用施設に係る整備、維持補
修または維持運営等措置

交付金事業の名称措置名

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 うきは市

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第２次うきは市総合計画（後期基本計画）（令和3年度～令和7年度）
計画の実現みんなの力で協同して支えるまちづくりを進めています
第1章市政に参画する市民が増えています〔協働のまちづくり〕
目標：地域づくり活動費補助金申請団体数 16団体（令和7年度)

交付金事業実施場所 うきは市浮羽町新川　ほか4件

交付金事業の概要

【施設整備】
分田公民館の外壁塗装工事、袋野公民館の照明改修工事、山春コミュニティセンターの防
球ネット設置工事を行うことにより、公民館の利便性を向上させ、利用者の増加を目指
し、コミュニティの活性化を図ります。
【備品購入】
分田公民館にホワイトボード1台と草刈機1台、栗木野公民館に机15台とイス35脚、本村公
民館に草刈機1台を整備することにより、今まで以上の幅広い公民館活動を推進します。

令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度事業開始年度

第２次うきは市総合計画（後期基本計画）の目標年度により設定事業期間の設定理由



市民協働推進課交付金事業の評価課室
市民協働推進課交付金事業の担当課室

1,375,000高倉建設（うきは市）指名競争入札分田公民館等改修事業
契約金額契約の相手方契約の方法契約の目的

草刈機購入 指名競争入札
ヒグチキカイ（株）

（うきは市）
1,633,500

会議テーブル他購入 指名競争入札 （株）かがし屋（うきは市） 737,000

目標値

活動指標
地区

3,745,500

3,745,500

地域づくり
活動費補助
金申請団体
数（団体）

成果実績

3,745,500

100

コミュニティセンター及び公民館の利便性
向上実績

5
5

令和3年度 年度 年度

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

成果目標 成果指標

年度年度

達成度

ポイント

ポイント

％

交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費
交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

令和３年度単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績 評価年度の設定理由

第２次うきは市総合計画（後期基本計画）の終期まで

　本交付金の活用により、コミュニティセンターや公民館の利便性が向上し、地元住民に
よる幅広い活動が推進され、コミュニティ活性化の向上が図られました。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

備　考

達成度
地区
％

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

地域づくり
活動費補助
金申請団体
数16団体

16.00

評価年度 令和7年度



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
571,560

571,500 571,5001
公共用施設に係る
整備、維持補修ま
たは維持運営等措

置

吉井コミュニティセンター
他備品購入

うきは市

交付金事業に要
した経費

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業実施場所 うきは市吉井町ほか2件

交付金事業の概要

【備品購入】
吉井コミュニティセンターにカラープリンター１台、田篭コミュニティセンターにデジタ
ルカメラ１台、高見団地集会所にエアコン２台を整備します。
うきは市は、協働のまちづくりを進めており、備品を整備することで各施設の利便性が向
上し、利用者の増加やコミュニティの活性化を図ります。

令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度事業開始年度

第２次うきは市総合計画（後期基本計画）の目標年度により設定事業期間の設定理由

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第２次うきは市総合計画（後期基本計画）（令和3年度～令和7年度）
計画の実現みんなの力で協同して支えるまちづくりを進めています
第1章市政に参画する市民が増えています〔協働のまちづくり〕
目標：地域づくり活動費補助金申請団体数 16団体（令和7年度)

番号

1 吉井コミュニティセンター他備品購入
公共用施設に係る整備、維持補
修または維持運営等措置

交付金事業の名称措置名

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 うきは市



交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費
交付金充当額
うち文部科学省分
うち経済産業省分

令和３年度単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績 評価年度の設定理由

第２次うきは市総合計画（後期基本計画）の最終年度に併せて設定

本交付金の活用により、コミュニティセンター等の運営で必要な備品を整備することがで
き、地域住民が施設を活用しやすく、利便性の向上を図ることができました。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

地域づくり
活動費補助
金申請団体
数16団体

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

成果目標 成果指標

年度年度

達成度

団体

団体

％

令和3年度 年度 年度 備　考

達成度

評価年度 令和7年度

成果実績

地区
％

571,560

100

コミュニティセンター及び
公民館の利便性向上実績

3
3

目標値

活動指標
地区

市民協働推進課交付金事業の評価課室
市民協働推進課交付金事業の担当課室

272,800（株）かがし屋（うきは市）随意契約（少額）
カラーレーザープリンター

外備品購入

契約金額契約の相手方契約の方法契約の目的

エアコン購入 随意契約（少額） アズ吉井店（うきは市） 298,760

571,500

571,500

地域づくり
活動費補助
金申請団体
数（団体）

16



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）
（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

総事業費
5,203,000

交付金事業に要
した経費

4,400,000 4,400,0001
公共用施設に係
る整備、維持補
修または維持運

営等措置

公共施設案内サイン設置工
事

那珂川市

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維持補
修または維持運営等措置 公共施設案内サイン設置工事

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 那珂川市

那珂川市は、平成１７年２月に策定したサイン整備設計に基づき、公共施設等利用者に向
けて、誰もがわかりやすい案内表示を行うこととしています。サインを設置することで、
本市の魅力を市内外に発信し、利便性の向上や観光推進に寄与することを目標としていま
す。
道路誘導標識設置　4箇所

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

住民意識アンケート（総合計画の基本施策毎）
施策大綱3「自然と調和した快適に暮らせるまちづくり」
基本施策1「自然と調和した快適な都市基盤をつくる」
施策1「賑わいある都市空間の形成」取組❹「案内サインなどの整備」
令和2年度（現在）：住民満足度　3.03点
令和3年度（目標）：住民満足度　3.10点以上（令和2年度の全項目平均点を参考）

令和３年度 事業終了（予定）年度 令和１２年度事業開始年度

那珂川市総合計画の終期まで事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 那珂川市西隈1丁目ほか1件

交付金事業の概要



交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

総務部行政経営課

総務部行政経営課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

公共施設案内サイン設置工事 指名入札
株式会社　開発工業那珂川
営業所（那珂川市）

5,203,000

4,400,000

4,400,000

4,400,000

4,400,000

4,400,000

4,400,000

住民意識ア
ンケートの
満足度

3.02

3.10

97.4

評価年度 令和３年度

成果実績

目標値

活動指標

本

本

％

5,775,000 4,565,000 5,203,000

39.6 50 53.4

サイン整備計画に基づく
整備必要箇所と実施実績
（累計実績÷整備計画に
基づく設置必要予定数１
１６本）

4 12 4

46

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

成果目標 成果指標

令和３年度令和２年度

達成度

ポイント

ポイント

％

58 62

令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

令和元年度単位

活動実績

活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
那珂川市総合計画に合わせて設定しているため。

　本交付金の活用により、令和3年度までに62本のサイン整備を行うことができました。令
和3年度住民意識アンケート結果では、満足度2.78、重要度3.76。満足度が全項目の平均点
を下回っている状況であり、事業を継続し満足度の向上に努めたいです。次年度以降、公
共施設案内版サイン設置や老朽化している既存サインの補修等を行っていき、住民満足度
の継続的な向上に寄与するサインを設置していきます。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

住民満足度
の継続的な
向上

15,543,000




